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第
４
次
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
部
会

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
意
見
提

言
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
が
日
常
肌
で
感
じ
て
い

る
問
題
や
課
題
に
は
地
域
固
有

の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
解
決
方

法
や
実
施
方
法
は
市
内
画
一
的

な
対
応
で
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。
地
域
で
出
さ
れ
た
意
見
提

言
を
地
域
別
計
画
策
定
の
ベ
ー

ス
と
す
る
以
上
、
地
元
か
ら
の

要
望
を
一
つ
で
も
多
く
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
行
政
内
部
の
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
実
現

の
た
め
の
地
域
枠
予
算
を
制
度

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

地
域
部
会
で

は
、
毎
回
多
く
の
方
が
参
加
し
、

密
度
の
濃
い
議
論
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
部
会
で
議
論
さ
れ

　３月１３日、１４日に
議員２１名が市の考
えをただしました。
主な質問、答弁の
要旨を紹介いたし
ます。
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第
４
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け

地
域
枠
予
算
の
制
度
化
を
！

海
友
ク

　

災
害
時
要
援
護
者
予
防

計
画
の
目
的
は
、
在
宅
の
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
難
病
患
者
な

ど
の
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し
、

日
ご
ろ
か
ら
所
在
確
認
を
行
う

等
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
災
害

発
生
時
に
は
避
難
誘
導
、
救
助

等
の
優
先
確
保
に
努
め
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
だ
れ
が
災
害

発
生
時
に
要
援
護
者
の
安
否
確

認
、
安
全
確
保
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
は

要
援
護
者
名
簿
を
作
成
し
た
も

の
の
、
個
人
情
報
保
護
法
が
足

か
せ
に
な
り
、
活
用
が
出
来
な

い
状
態
で
す
。
そ
も
そ
も
名
簿

を
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
は
、
多
数
の
死
者
を
出
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

こ
と
か
ら
で
し
た
。
事
前
に
取

り
組
む
こ
と
で
少
し
で
も
ス
ム

ー
ズ
な
流
れ
に
し
て
い
く
、
減

た
事
項
は
、
そ
の
対
応
方
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
。
対
応
で
き
る
事
項

に
つ
い
て
は
総
合
計
画
で
の
位

置
付
け
を
検
討
し
、
で
き
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
な
ぜ
で
き
な

い
の
か
理
由
を
示
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
地
域

に
権
限
と
予
算
を
配
分
し
地
域

の
方
々
の
手
に
よ
り
、
よ
り
地

域
特
性
に
即
し
た
対
応
が
可
能

と
な
る
地
域
分
権
制
度
の
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
が
み
野
駅
前
地
域
は

人
口
密
集
地
域
で
あ
り
、
駅
の

乗
降
客
数
の
多
さ
や
、
厚
木
基

地
関
係
等
の
外
国
人
が
多
く
住

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
治

安
が
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駅
前
交
番
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
県
が
設
置
す
る
ま
で
の
間
、

市
で
民
間
交
番
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
設
置
場

所
、
建
物
の
規
模
と
内
容
、
県
が

交
番
を
設
置
し
た
場
合
の
活
用

の
可
否
、
開
設
時
期
や
管
理
運

営
体
制
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

施
設

の
設
置
場
所
は
、
さ
が
み
野
駅

前
を
考
え
て
い
ま
す
。
建
物
の

規
模
は
、
１５
～
２０
㎡
程
度
で
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
拠
点
と
し
て
の
活
用

に
も
配
慮
し
、
あ
る
程
度
の
ス

ペ
ー
ス
と
空
調
設
備
等
も
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
県
が
交
番
の
設
置
を

決
定
し
た
場
合
に
、
そ
の
ま
ま

活
用
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
警
察
官
が
駅
周
辺
の

巡
回
の
際
に
立
ち
寄
る
場
所
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
開
設
時
期
は
、
平

成
１９
年
度
後
半
を
予
定
し
て
お

り
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

柏
ケ
谷
自
治
会
を
中
心
に
、
地

域
と
連
携
し
た
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

災
と
い
う
考
え
方
が
重
要
で
あ

り
、
計
画
に
実
効
性
を
持
た
せ

る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
市

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

災
害
時
に

は
だ
れ
も
が
被
災
者
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
共

助
に
よ
り
支
援
が
行
え
る
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
で

は
、
２
０
０
５
年
約
１
億
２
７

７
７
万
人
の
日
本
の
総
人
口
が

５０
年
後
に
９
０
０
０
万
人
を

割
り
込
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
齢
人
口
の
構
成
も
５０
年

後
に
は
６５
歳
以
上
の
方
が
４０
％

以
上
を
占
め
、
１４
歳
以
下
の
方

は
８
％
程
度
と
な
り
ま
す
。
持

続
可
能
な
社
会
と
し
て
い
く
た

め
に
は
、
少
子
化
対
策
は
急
務

で
す
。
子
ど
も
を
安
心
し
て
育

て
る
た
め
、
子
ど
も
の
医
療
費

は
無
料
化
す
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
い
き
な
り
中
学
生
ま
で
の

無
料
化
は
難
し
い
た
め
、
年
齢

を
段
階
的
に
引
き
上
げ
、
小
学

校
終
了
時
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

　

小
児
医
療
費

助
成
制
度
は
、
本
来
、
県
内
ど

こ
の
自
治
体
で
も
同
一
内
容
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
県
の
助
成
対

象
年
齢
は
満
２
歳
ま
で
で
あ
り
、

全
国
的
に
見
て
も
低
い
状
況
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
か

ら
制
度
の
統
一
や
助
成
対
象
年

齢
の
引
き
上
げ
を
県
に
要
望
し

て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
内
容
は
、

１９
年
度
の
早
い
段
階
で
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
バ
ス
国
分
ル
ー
ト

は
１７
年
４
月
か
ら
本
格
運
行
が

実
施
さ
れ
、
上
今
泉
ル
ー
ト

は
、
１８
年
１０
月
か
ら
試
験
運

行
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
両

ル
ー
ト
の
実
績
と
上
今
泉
ル
ー

ト
の
本
格
運
行
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

大
谷
・
南
部
地
域
に
つ
い
て
は
、

既
存
バ
ス
路
線
と
の
調
整
が
課

題
で
す
が
、
運
行
ル
ー
ト
、
試

験
運
行
実
施
時
期
、
さ
ら
に
、

利
用
見
込
者
数
、
運
賃
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

１
日
平
均
利

用
者
数
は
国
分
ル
ー
ト
が
約
２５０

人
、
一
方
、
上
今
泉
ル
ー
ト
は
約

２００
人
で
す
が
、
季
節
に
よ
り
増

　

平
成
１８
年
度
の
テ
ー
マ

「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
の
年
」
の
事
業
は
、
ほ
ぼ

予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
私
も
で
き
る
だ
け
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

健
康
で
あ
る
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
と
か
、
芸
術
・
文
化
と

い
っ
た
こ
と
に
多
く
の
市
民
が

関
心
を
持
ち
、
自
ら
が
参
加
意

欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
印
象
的
で
し
た
。こ
う
し
た
意

味
で
非
常
に
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
あ
っ
た
と
評
価
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
テ
ー
マ
事
業
を
総
括

し
、
市
長
の
評
価
を
伺
い
ま
す
。

　

年
度
テ
ー
マ

は
、
年
度
ご
と
に
重
点
的
施
策

と
す
る
テ
ー
マ
を
定
め
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
新
規
事
業
の
創
出

や
、
既
存
事
業
の
底
上
げ
、
部

門
間
の
相
互
連
携
に
よ
る
事
業

展
開
を
図
る
も
の
で
す
。

　

１８
年
度
は
、「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
の
年　

い
き
い

き
は
つ
ら
つ
！
２
０
０
６
」
と

し
て
７４
事
業
を
位
置
付
け
、
年

度
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
個
別
に

見
る
と
、
課
題
が
残
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
総
体
と
し
て

は
、
多
く
の
市
民
の
参
加
が
得

ら
れ
全
庁
的
な
取
り
組
み
が
図

れ
る
な
ど
有
意
義
な
も
の
だ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
を
利
用
し
た
会
食

サ
ー
ビ
ス
「
お
た
っ
し
ゃ
ラ
ン

チ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校

給
食
は
栄
養
士
が
献
立
・
調
理

し
、
栄
養
価
、
衛
生
と
も
に
最

高
レ
ベ
ル
で
す
。
少
子
化
に
よ

る
空
き
教
室
を
利
用
で
き
、
高

齢
者
に
は
閉
じ
こ
も
り
予
防
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
高

齢
者
と
触
れ
合
い
、
敬
老
精
神

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

齢
者
の
栄
養
改
善
に
学
校
給
食

を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

市

内
に
は
、
学
校
給
食
を
高
齢
者

と
児
童
が
一
緒
に
食
べ
、
交
流

を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

学
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

活
動
は
互
い
の
理
解
を
深
め
触

れ
合
う
た
め
に
重
要
で
す
。
２０

年
竣
工
予
定
の
東
柏
ケ
谷
小
学

校
に
設
置
さ
れ
る
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
で
、
近
所
の
高
齢
者
と
児
童

が
会
食
し
、
触
れ
合
う
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
同
時
に
学
校
施

設
を
社
会
資
本
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
有
効
で
す
。
新
校
舎

が
完
成
し
た
折
に
は
、
早
期
に

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三 宅 良 子

要
援
護
者
優
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の
地
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支
援
体
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づ
く
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を

ネ
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さ
が
み
野
駅
前
民
間

交
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細
は
!?

海
友
ク

白神多恵子

小
児
医
療
費
助
成
、
小
学

校
６
年
生
ま
で
拡
大
を

共
産
党

鈴 木  守

コ
ミ
バ
ス
大
谷
・
南
部

ル
ー
ト
の
詳
細
は
!?

海
友
ク

久 米 和 代

学
校
給
食
を
利
用
し
た

高
齢
者
会
食
サ
ー
ビ
ス
を

公
明
党

市 川 敏 彦

年
度
テ
ー
マ
事
業

市
長
の
評
価
は
？

海
友
ク

減
が
あ
り
ま
す
。
上
今
泉
ル
ー

ト
の
本
格
運
行
へ
の
移
行
に

つ
い
て
は
公
費
負
担
率
と
運
行

に
付
随
す
る
効
果
を
勘
案
し
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
大
谷
・

南
部
地
域
の
運
行
に
つ
い
て
は

大
谷
・
杉
久
保
を
経
由
し
上
河

内
・
中
河
内
か
ら
本
郷
を
結
ぶ

ル
ー
ト
で
来
年
１１
月
の
試
験
運

行
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
数
は
大
谷
地
域
９０
人
、

南
部
地
域
３０
人
程
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
運
賃
は
現
行
の
コ
ミ

バ
ス
同
様
１５０
円
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
が
、
走
行
距
離
、
既
存
路

線
の
運
賃
を
考
慮
し
２
段
階
の

運
賃
体
系
を
検
討
し
て
い
ま
す
。


